
　令和6年6月7日

　企業局総務課

　電話：027-898-3782　内線：3782

【令和５年度　企業局事業別決算概要】

Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ４

電気事業 供給電力量 供給電力量 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

（ＭＷｈ) （ＭＷｈ)

663,933 878,194 9,026 9,691 2,883 3,395 2,861 3,373

増減 △ 214,261 △ 665 △ 512 △ 512

給水量 給水量

(千㎥) (千㎥)

44,564 44,870 1,609 1,609 286 169 342 169

増減 △ 306 0 117 173

水道事業 給水量 給水量

(千㎥) (千㎥)

66,082 65,536 3,919 4,282 954 1,081 963 1,081

増減 546 △ 363 △ 127 △ 118

団地造成事業 分譲面積 分譲面積

(ｈａ) (ｈａ)

39.4 6.1 6,078 1,453 652 255 475 275

増減 33.3 4,625 397 200

施設管理事業

・ゴルフ場 利用者数 利用者数

（人） （人）

196,462 212,300 618 621 192 237 192 243

増減 △ 15,838 △ 3 △ 45 △ 51

・賃貸ビル 貸付面積 貸付面積

（㎡） （㎡）

4,180 4,180 141 134

増減 0 7

・格納庫 貸付面積 貸付面積

（㎡） （㎡）

2,908 2,541 44 41

増減 367 3

合　計

21,438 17,834 4,969 5,139 4,835 5,143

増減 3,604 △ 170 △ 308

令和５年度　群馬県企業局の決算について（速報）

　令和５年度の企業局５事業全体の経常利益は、電気事業での供給電力量の減少や水道事業での
料金改定の影響などにより、前年度に比べて１億７０百万円減少し、４９億６９百万円でした。
　純利益は、前年度に比べて３億８百万円減少し、４８億３５百万円となりました。

（税抜き額）

区分
事業実績 料金等収入 経常損益 純損益

工業用水道事業

※表の数値は、表示単位未満の端数調整の関係で、合計と一致しない場合があります。



【決算の主な特徴】

●電気事業

●工業用水道事業

●水道事業

●団地造成事業

●施設管理事業

　・　純利益は、前年度に比べて１億１８百万円減少し、９億６３百万円

　・　経常利益は、分譲面積の増加に伴って分譲収益が増加したことにより、

　　前年度に比べて３億９７百万円増加し、６億５２百万円

　・　純利益は、前年度に比べて２億円増加し、４億７５百万円

　・　ゴルフ場の利用者数は猛暑や降雪の影響を受けて減少したものの、料金収入は、

　　公社ビルの共益費を値上げしたことや格納庫の貸付面積が増加したことにより、

　・　分譲面積は、前年度に比べて３３．３ｈａ増加し、３９．４ｈａ

　　前年度に比べて７百万円増加し、８億３百万円

　・　経常利益は、公社総合ビルや新玉村ゴルフ場などの修繕費の増加等により、

　　前年度に比べて４５百万円減少し、１億９２百万円

　・　純利益は、前年度に比べて５１百万円減少し、１億９２百万円

　・　純利益は、販売電力料が減少したことなどにより、前年度に比べて５億１２百万円減少し、

　　２８億６１百万円

　・　給水水量は若干減少したものの、給水収益は、前年度並みの１６億９百万円

　・　経常利益は、電力料金高騰への対策として地方創生臨時交付金が交付されたことなどにより、

　　前年度に比べて１億１７百万円増加し、２億８６百万円

　　前年度に比べて１億２７百万円減少し、９億５４百万円

　・　純利益は、契約水量減量に伴う受水企業からの負担金収入（特別利益）などにより、

　　前年度に比べて１億７３百万円増加し、３億４２百万円

　・　給水水量は若干増加したものの、給水収益は、県央第二水道事務所の料金改定の影響により、

　・　経常利益は、県央第二水道事務所の料金改定の影響で給水収益が減少したことなどにより、

　　前年度に比べて３億６３百万円減少し、３９億１９百万円

　　２８億８３百万円

　・　販売電力料は、夏季の小雨の影響やダム運用による利水放流の減少、リニューアル工事による

　　９０億２６百万円

　・　経常利益は、販売電力料が減少したことなどにより、前年度に比べて５億１２百万円減少し、

　　発電所の停止などで供給電力量が減少したことにより、前年度に比べて６億６５百万円減少し、


